
 

第 63回全国スポーツ推進委員研究協議会滋賀大会 開催要項 
 

 

１ 趣 旨 
全国のスポーツ推進委員が一堂に会し、スポーツ推進委員の目指す方向や地域スポーツの

今日的な課題について研究協議し、スポーツ推進委員の資質向上を図るとともに、生涯スポ

ーツの振興に資する。 

 

２ 主 催 
スポーツ庁  公益社団法人全国スポーツ推進委員連合  

滋賀県スポーツ推進委員協議会  滋賀県  草津市教育委員会 

 

３ 主 管 
第 63回全国スポーツ推進委員研究協議会滋賀県実行委員会 

 

４ 期 日 
令和 4年 11月 17日（木）～18日（金） 

 

５ 大会テーマ 

「わた SHIGA 輝く未来のために」 ～スポーツでつながる喜びを～ 

私たちは、スポーツを通じて国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営むこと

が出来る社会の実現を目指しています。 

そのためには、スポーツを「する」「みる」「ささえる」ことを通じて、スポーツに自発的

に参画し、「楽しさ」や「喜び」を得ることで、スポーツそのものが有する価値やスポーツが

社会の活性化等に寄与する効果をさらに高めることが重要です。 

そこで、地域スポーツのコーディネーターとしてスポーツ推進委員が果たすべき役割や活動

の方向性について、全体会のシンポジウム及び２つの分科会において研究協議を行います。 

 

６ 対 象 
（１）スポーツ推進委員 

（２）都道府県・市（区）町村生涯スポーツ担当者 

（３）その他スポーツ関係者 

   ※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、参加者上限を 2,000名程度とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

７ 会 場 
〔第１日 11／17（木） 全体会〕 

〈開会式・表彰式、講演、シンポジウム〉 

YMITアリーナ メインアリーナ 

〒525-0027  滋賀県草津市野村 3丁目 3-27  ℡ 077-563-1265 

 

〔第２日 11／18（金） 分科会〕 

〈第１分科会〉YMITアリーナ メインアリーナ 

〒525-0027  滋賀県草津市野村 3丁目 3-27  ℡ 077-563-1265 

〈第２分科会〉栗東芸術文化会館さきら 大ホール 

〒520-3031  滋賀県栗東市綣 2丁目 1-28   ℡ 077-551-1455 

 

８ 日 程 
【第１日】 

11:00    12:00   12:30          13:40           15:00  15:20  15:35     16:55 

 

受 付   歓 迎 

ﾑｰﾋﾞｰ 

開会式 

表彰式 

 

講 演 

 

休憩 
ｽﾎﾟｰﾂ庁 

情報提供 
シンポジウム 

  【第２日】 

9:15    9:45          11:45   

 

受 付 

 

 

分科会 

 

閉 会 

 

９ 内 容 

（１）講 演   

演題 「今しかできないこと」 

講師 宇田 秀生 氏 

（東京 2020 パラリンピック トライアスロン競技 PTS4 銀メダリスト） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（２）シンポジウム 

テーマ 「わた SHIGA輝く未来をつくる」 

世界的な規模で新型コロナウイルス感染症の拡大が急速に進み、スポーツ活動は「不要不

急」のものであるかの如く扱われました。個人では心身の健康保持への悪影響や閉塞感のま

ん延、社会ではスポーツを通じた交流不足など様々な影響が及んだところです。一方で、コ

ロナ禍において開催された東京 2020オリンピック・パラリンピックでの多くの感動をはじ

め、このような状況下においてスポーツが私たちの生活や社会に活力を与えるなど優れた効

果を及ぼす重要な価値を持っていることも再認識されました。 

令和 4年 3月に策定された「第 3期スポーツ基本計画」においても、今後のスポーツ施策

の方向性や社会変化の中で「スポーツの価値」が改めて示されたところです。 

このような中、本シンポジウムでは、新たな時代におけるスポーツ文化の成熟を目指し、

各シンポジストがそれぞれの立場から意見交換を行い、各分科会において研究協議を深めて

いくこととします。 

○コーディネーター 

 木村 和彦 氏 （早稲田大学スポーツ科学学術院 教授） 

○シンポジスト 

長積 仁  氏 （立命館大学スポーツ健康科学部 教授） 

奥田 睦子 氏 （京都産業大学現代社会学部 教授） 

山本 博一 氏 （滋賀県スポーツ推進委員協議会 会長） 

 

（３）分科会 

〈第１分科会〉YMIT アリーナ メインアリーナ 

  テーマ「わた SHIGA 輝く未来をはぐくむ」 

～スポーツを通じた withコロナでの地域社会の形成～ 

第 3期スポーツ基本計画では、社会情勢や個々人の置かれた状況に応じて、既存のスポー

ツの枠組みや考え方のみにとらわれることなく、それらを柔軟に見直し・改善し、創り出し

たりするといった、スポーツを「つくる／はぐくむ」という観点が、新たに必要となると考

えられています。 

そこで、本分科会では、withコロナでの活力ある地域社会の実現を目指した取組事例を共

有するとともに、地域の特性を活かした取組におけるスポーツ推進委員に求められる役割を

探ります。 

   ○コーディネーター 

長積 仁  氏 （立命館大学スポーツ健康科学部 教授） 

   〈事例発表①〉     

安冨 圭司 氏 （徳島県：佐那河内村産業環境課 課長補佐） 

〈事例発表②〉     

阿部 洋介 氏 （株式会社ルネサンス 海外事業推進部 次長） 

〈事例発表③〉     

山﨑 隆司 氏 （滋賀県：甲賀市スポーツ推進委員会 委員長） 



 

 

 

〈第２分科会〉栗東芸術文化会館さきら 大ホール 

 テーマ「わた SHIGA 輝く未来をともに」 

～スポーツを通じた共生社会の実現に向けて～ 

第 3期スポーツ基本計画では、スポーツを「する」「みる」「ささえる」ことを真に実現

できる社会を目指すため、スポーツを「つくる／はぐくむ」、スポーツで「あつまり、とも

に、つながる」、スポーツに「誰もがアクセスできる」といった新たな視点が盛り込まれま

した。誰もが「する」「みる」「ささえる」関わりの中でスポーツの価値を享受し、様々な

立場・状況の人と「ともに」スポーツを楽しめる環境の構築を通じ、スポーツを軸とした共

生社会の実現を目指すこととしています。 

そこで、本分科会では、スポーツを通じた共生社会の実現に向けて、障害の有無に関わら

ず楽しめる地域スポーツ環境の整備とスポーツ推進委員の関わりについて探ります。 

○コーディネーター  

奥田 睦子  氏 （京都産業大学現代社会学部 教授） 

〈事例発表①〉 

滝下 香代子 氏 （京都府：綾部市スポーツ推進委員協議会 会長） 

〈事例発表②〉 

別宗 利哉  氏 （石川県：GENESIS株式会社 代表取締役） 

〈事例発表③〉 

川井 滋雄  氏 （滋賀県：一般社団法人滋賀県障害者スポーツ協会 アドバイザー） 

 

10 その他  

新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては、中止する場合があります。 

   ※この事業は、公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業の助成金及び 

    公益財団法人ライフスポーツ財団の協賛金を受けて実施しています。 

 

11 お問い合せ・お申込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大会要項に関してのお問い合せ 

 第 63回全国スポーツ推進委員研究協議会滋賀県実行委員会事務局 

（滋賀県文化スポーツ部スポーツ課交流推進室内） 

〒520-8577 滋賀県大津市京町 4-1-1 

 TEL：077-528-3369   FAX：077-528-4841 

 

■参加申込・宿泊・支払いに関してのお問い合せ 

東武トップツアーズ株式会社 滋賀支店 

〒525-0031 滋賀県草津市若竹町 7-10 KB21 2階 

 TEL：077-565-0109   FAX：077-565-0112 

 MAIL:sportssuishin63@tobutoptours.co.jp 


